　議長のお許しを得て、さっそく質問に入らせていただきます。
　一昨年、東京から戻って、新生活をスタートさせた娘がこう聞いてきました。「お父さん、新聞で見たけど豊橋は交付税が千円だって、どういうことよ」

　「今まで、豊橋君の生活必需額のうち豊橋君の収入だけでは足りない部分を国夫お父さんが仕送りしてきた。しかし、親元も年々収入が減ってきて、借金までして仕送ってきたのでその借金返済も重なって、首が回らなくなってきたので仕送りを減らすことにした。豊橋君も生活を切り詰めて、生活を見直し無駄なことは書き出して、倹約しよや。そして、そろそろ親元から独立しよやということなんや。よって息子の豊橋君は自立して、何とかやりくりできるようになってきたから、仕送りがゼロになるということなんや」

　それから、しばらくして、娘から電話「大学時代の友達が金沢市役所にいるのよ。そいで、交付税のこと聞いたら、金沢市は来年も191億円の交付税だって、これおかしくない。だって、あそこは21世紀美術館や駅前にはあんなに大きなモニュメント作って、観光客も一杯なのに」

「それと、お父さん、メール気をつけやあよ、思い込みと先入観のくせもあるし。ついでにお酒の席は気をつけな、サッカーやっとったから足ぐせ悪いでしょ」

　しばし、無言のお父さんでした。

　
夜中にコトコトとおばあさんが二階から降りてきます。「ひであきさん、これなんのことやろ。ようわからんのやわ。見とったら眠れへんわ」

　「ああ、おばあさん。これはなん、去年の４月から9月までに、あばあさんがデーサービスに週2回ずついっとるその分が月別にいくらかかっていますよ。それで介護保険サービスが半年分で417,570円かかりましたよ。と書いたるんやわ」

「そうも、払っとらんがね」

「そりゃあ、そうや、その1割やから、おばあさんがはらっとるのは」

「この居宅介護支援ってなんやね」

「それは月に1回、ケアマネージャーさんが家にみえるでしょう。そのお金やがね」

「あれ、あれはサービスやないんかね。よう親切に来て話聞いてくれると思っていたのに」

「そりゃあ、そうやろ。ただではないわな」

「1回で8500円もかかっとるのかね。話してくだけで」

「そうやね」

「それで、何で去年の４月から9月のことを、3月の始めに伝えてくるの。一年も前のこと覚えとらんがね、日記もつけとらへんし。大体、覚えも悪なったから、介護サービス受け取るんやろ」

「そりゃあ、そうや」

「もっと年寄りに解るような書類にしな、あかへんがね、デーサービスでみんな言っとるよ。役所からくる書類は何が書いたるかわからへんて。みんな昔のことで小学校しかでとらへんのやで。ひであきさん、ちゃんと議会で市長さんに言わなあかんがね」

　しばし、無言の娘婿でした。
去年の秋、息子がイングランド最大のリゾート地帯で人口は20万人のブライトンのピザ屋で働きながら語学を学んで、学んできたのか遊んできたのか解りませんが、2年半のワーキングホリディーを終えて、帰ってきました。
　息子が言います。「とにかく、きれいな街やった。ごみなんか道路にも公園にも落ちとらへん。週末にはマーケットが開かれて、家庭で不要になった家具類が広場に並ぶ。それが少々高い。高いけどみんな買っていく。売上げの3割はハンディを持った人たちに回る仕組み。それで買った家具を持ち帰って、また大事に使う。ごみの分別は徹底しとる。週末に広場へ家庭ごみをもちよって、市民みんなで分別しとる。それに、比べ久しぶりの豊橋はなにやっとるんや。これが530の街かいな。オヤジも何年も市会議員やっとってなによっとったのや」

　何もいえないオヤジでした。

　

娘や、息子からオヤジの権威を取り戻すために。終の棲家に豊橋を選んだばあさんのために、以下、市長にお伺いいたします。

1.三位一体改革の総括と地方財政について

（1）本市に約77億円の影響を与えた「三位一体改革」、市長は3年間に渡る地方分権の展望開く第一歩とされた「三位一体改革」をどう総括しているのかお伺いします。
（2）国の歳入出改革による財政建て直しの動きの中で本市の今後の財政運営と、そのためのツールとして開発してきた行政評価システムの更なる展開についてお伺いします。

（3）「ｅ-市役所」、「ＩＴ自治体」構築の陰に膨大なＩＴ費用が費やされている。情報システムのコストコントロール強化についてお伺いします。

２．「予防重視型新介護保険」への本市の対応について

①豊橋市介護保険の5年間の総括と問題点についてお伺いします

②新介護保険で明確に位置づけられた「保険者機能強化」と「適正化対策」の具体化について

③地域で支えあう介護保険の中核機能である「地域包括支援センター」についてお伺いします。

3.100周年を期に「新たなる530運動」の展開について

①「容器包装リサイクル法」改正の動きと本市のごみ減量への取り組みの総括について

②次世代型焼却炉運用の総括と第三号炉更新の考え方についてお伺いします。

③埋立処分場拡大と今後の埋立て行政のありかたについて

以上で私の第一問と致します。市長ならびに市当局の的確なご答弁をお願いいたします。
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